３学年　美術科シラバス
１　美術科の学習のねらい
	  表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術の創造活動の喜びを味わい美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を豊かにし、美術の基礎的能力を伸ばし、豊かな情操を養う。


身につけたい５つの力
・さまざまな美術の活動に取り組み、表現することをたのしみましょう。
・対象をよく観察し、豊かに発想し構想する力や基礎的技能を身に付けましょう。
[image: image1.wmf]・自然や美術作品などについて、よさや美しさを感じ取る心を育てましょう。
・自由な発想から作品づくりをする柔軟な考え方を身につけましょう。
・根気強く制作を続ける態度を身につけましょう。
２　学習内容　　　（前期15時間、中期10時間、後期10時間）
	
	 　題材名
	
	学習活動
	学習内容

	前
期

	風景描写（遠近法）
	絵画
写生会
	写生会を前に重色することで表現の広がり深みをだし、作品としての完成度あげるための学習をします。
	・地平線と消失点
・遠近法（透視遠近法、空気遠近法、色彩遠近法）

	
	自然との共生
	鑑賞
	・作品は個人の思想や感情の表現ではなく、時代や社会、自然などについて問い直すメッセージを発信していることに気づき、環境と美術の関わりについて学習します。
	・環境と美術の関わり

	中
期

	自分らしさを見つめて
	絵画
	・自分自身を素直に見つめ、肯定的な視点を大切に、自分自身を表現するための最もふさわしい方法や工夫を考え自画像を描きます。
	・パステルを使って混色したり、立体感を表現します。
・表現技法や効果とイメージにあった表現

	
	気持ちの形・思いの色
	彫刻
	・卒業を前に３年間頑張ってきたことに対し立体作品をトロフィーとしてつくります。
・完成した作品を写真撮影し，コンピュータで環境に溶け込ませた風景をつくります。
	・具象表現と抽象表現
・材料と表現の違いや工夫
・計画的な制作（手順の効率化）

	
	環境と響き合う造形
	鑑賞
	・デジタルカメラを使ってトロフィー作品を撮影します。生活を豊かにする美術の関わり方について考えていきます。
	・カメラの撮影技法
・コンピュータを使った学習
　画像処理ソフトによる写真加工
　ワープロソフトによる制作レポート

	後期

	スケッチを楽しむ
	絵画
	・庭の花々などを絵手紙サイズの画用紙にスケッチします。
	・スケッチの楽しみ方

	
	私の好きな一枚の絵
	鑑賞
	・一枚の絵画作品から、作者の生き方や作品に対する思い、技法について調査し深く味わいながらレポート作成をします。
	・心に残る作品や作者についての調査
・インターネットの活用
・ワープロソフトの使い方・情報モラル　　　　

	
	模写
	鑑賞
絵画
	・一枚の絵画作品から、作者の生き方や作品に対する思い、技法について調査し、実際に模写することでさらに深く味わいます。
	・模写


	
	現代美術の開拓者
	鑑賞
	・現代美術の作品を鑑賞し、理解を深めながら現代美術への関心を高めていきます。
	・いろいろな表現活動「現代美術」
・素直に作品を見ること　
・日常と美術


３　美術科の学習のしかた
　　・授業では、課題や自分のテーマを様々な角度から発想し、納得のいく作品を制作しましょう。
・家庭ではアイディアスケッチなどを繰り返し、課題やテーマを深める努力をしましょう。
　　・必要なら作品を持ち帰り制作を進めましょう。
　　・持ち帰った作品は大切に保管したり、飾ったりしましょう。
４　授業の約束について　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 授業は美術室で行います。
	　・授業を受ける服装は、ジャージです。
　・忘れ物をしない。
　・提出物は必ず提出する。
・美術の授業に取り組む素直な心と、活動に積極的に取り組む姿勢を大切にする。
　・自分の感じたものを作品にいかす。
　・機械類、道具類、特に刃物の扱いは安全に注意する。
　・友達の作品のいいところを探し出す。


※計画的な作業を進めましょう。集中して取り組み、授業時間内で完成するようにしましょう。
　　※作品や用具などを大切に扱いましょう。道具の扱いや安全についてしっかり学習しましょう。
５　持ち物
　　・忘れたときには授業の最初に先生に報告します。（黙ったままでいないこと）
　　・借りられるものは借りましょう。次回は絶対に忘れないようにしましょう。
	毎回持ってくるもの
	教科書　　　資料集　　　クロッキー帳　　鉛筆（２Bくらい）

	必要に応じて持ってくるもの
	水彩絵の具　　ポスターカラー　　その時々に指定する材料


６　評価・観察方法
（１）評価は４つの観点による観点別学習状況の評価を基本とし、目標がどれだけ達成できたかを３つの段階（　A：特に優れている　B：おおむね満足する　C：努力をようする　）で評価します。
（２）下の表に示した4つの観点による観点別学習状況の評価を基本とし、目標がどれだけ達成できたかによって評価し、総合的に５段階で評価します。
	
	関心・意欲・態度
	発想や構想の能力
	創造的な技能
	鑑賞の能力

	観点項目
	美術に関心を持ち、進んで表現や鑑賞の創造活動に取り組もうとする。
	豊かに発想し、構想する能力を身につけ、自分らしさを大切にした構想をする。
	基本的技能を身につけ、多様な表現方法を創意工夫し、創造的に表す。
	美術作品や文化遺産などに親しみ、よさや美しさを味わったり、理解したりする

	評価内容
	授業の取り組み
制作への想い
忘れ物点検
自己評価カード
	スケッチの内容
作品の評価
授業中の発想
	作品の評価
基礎技能の習得
授業中の作業状況
	鑑賞授業での発言
提出カード
定期テスト


※その他学習活動等の観察、実技テスト、提出物の期限など普段の活動を中心に見ていきます。
※これらの観点をもとに、毎時間の授業の取り組みを総合的に評価します。「完成」は作品提出をもって完成と考えますので、必ず提出するようにしましょう。
